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発表演題名 福井県における光化学オキシダントの越境汚染に関する調査 

－水平および垂直分布について－ 

学会名 地域環境研究センター研究発表会（日本海地域の自然と環境） 

発表者名 谷口佳文 （環境部） 

開催場所 福井大学 

開催日時 平成２６年１２月５日（金） 

発表内容 近年、福井県において西寄りの風の日に県内全域でオキシダント(Ox)濃度が

高くなる傾向が観測され、福井県でも越境汚染の影響を受けている可能性があ

ることから、福井県における越境汚染の影響を探る調査を行っている。今回

は、昨年に引き続き、平成 25 年の調査結果について報告を行った。 

越前岬(標高 220m)、国見岳（同 640m）、六呂師高原（同 550m）と福

井局（同 10m）、大野局（同 170m）のオキシダント（ポテンシャルオゾ

ン）濃度推移を比較したところ、日平均値（期間平均）は隣接する測

定局よりも、調査地点の方が高い傾向が、日最高値（期間平均）は、

隣接する測定局と同程度もしくは測定局が高い傾向であった。 

海岸からの距離別では、日平均値、日最高値ともに内陸に向かうに

従って低くなる傾向であったが、標高別では明確な傾向は見えなかっ

たことから、海沿いのほうが移流の影響を強く受けている可能性が考

えられた。 

時刻別濃度推移では、標高が低くなるほど 1 日の変化が各測定局に

近い推移となる傾向や、標高が高いほど夜間の各測定局との濃度差が

大きくなる傾向が見られたことから、標高が高くなるほど対流の影響

が受けにくくなると考えられた。また、国見岳のみ夜間の濃度上昇が

見られた。 

これらのことから、国見岳は移流の影響を受けやすく、対流の影響

を受けにくいと考えられるため、越境汚染の影響を観測するのに適し

ていると考えられた。 

 SPM 計のろ紙を用いた成分分析では、国内由来と考えられる場合に比

べ、東アジア由来の場合に SO4
2-、NH4

+、Ca2+、Mg2+の濃度が高い結果が得

られた。 

 


